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中
国
の
皮
影
と
は
、
北
宋
時
代
頃
か
ら
民
間
芸
能
の
一
つ
と
し
て
流
行
し
た

皮
影
戯
に
使
用
す
る
道
具
（
影
偶
）
で
あ
る
。
牛
や
驢
馬
な
ど
の
皮
を
加
工
し

て
平
面
に
展
ば
し
、
切
り
抜
い
て
賦
彩
し
て
人
物
、
神
怪
、
地
獄
な
ど
様
々
な

造
形
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
後
方
か
ら
光
を
当
て
て
ス
ク
リ
ー
ン
に
影
を
映
し
、

『
封
神
演
義
』『
十
三
福
（
（
（

』『
遊
地
獄
（
（
（

』
な
ど
様
々
な
物
語
を
上
演
す
る
。
現
存

作
例
は
、
明
時
代
の
も
の
が
僅
か
に
残
り
、
そ
の
ほ
か
は
清
時
代
か
ら
現
代
の

も
の
が
殆
ど
を
占
め
、
成
都
・
中
国
皮
影
博
物
館
に
二
〇
万
件
余
、
中
国
美
術

学
院
皮
影
芸
術
博
物
館
に
四
万
件
余
、
さ
ら
に
各
地
の
民
間
保
護
セ
ン
タ
ー
、

民
間
の
蒐
集
家
に
よ
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
国
立
民
族
学
博
物
館

や
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
例
は
、
精

細
な
彫
技
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
高
い
芸
術
性
を
持
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
皮
影
研
究
は
、
皮
影
戯
の
起
源
と
歴
史
的
展
開
を
考
察
し
た
通

史
的
研
究
、
一
地
区
の
皮
影
を
対
象
と
し
た
地
域
的
研
究
、
影
戯
の
劇
本
や
唱

腔
（
節
回
し
）
な
ど
に
関
す
る
研
究
に
大
別
で
き
る
が
、
皮
影
の
造
形
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
は
作
例
の
紹
介
や
分
類
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多
く
、
図
像
の

意
味
や
そ
の
成
立
過
程
を
詳
細
に
検
討
し
た
美
術
史
研
究
が
殆
ど
み
ら
れ
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
作
例
数
や
図
像
の
種
類
が
豊
富
で
あ

る
一
方
で
、
制
作
年
代
が
判
明
す
る
基
準
作
例
は
皆
無
で
あ
り
、
民
間
芸
能
と

い
う
性
格
の
た
め
に
確
か
な
史
料
が
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
皮
影
は
頭
部
と

体
部
を
分
離
し
て
つ
く
る
特
徴
が
あ
り
（
図
１
）、
と
く
に
人
物
像
は
頭
部
を

共
用
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
影
戯
を
離
れ
て
収
蔵
さ
れ
て
し
ま
う
と
単
独
で

は
そ
れ
が
誰
な
の
か
判
断
し
難
い
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本

論
で
取
り
上
げ
る
皮
影
の
雷
公
像
は
、
図
像
的
特
徴
か
ら
一
見
し
て
雷
公
と
識

別
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
そ
の
図
像
の
成
立
と
展
開
を
考
察
す
る
こ
と

は
、
今
後
の
そ
の
ほ
か
の
図
像
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

現
存
作
例
の
雷
公
像
の
特
徴
は
、
周
囲
に
連
太
鼓
、
手
に
は
雷
を
落
と
す
た

め
の
槌
と
楔
を
執
り
、
頭
部
は
尖
っ
た
喙
を
も
つ
鳥
首
、
背
中
に
両
翅
、
手
足
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に
鋭
い
爪
を
も
つ
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
た
雷
公
像
は
従
来
の
研
究
で
知
ら
れ
る

漢
～
唐
時
代
の
人
物
形
や
鬼
神
形
の
雷
神
像
と
は
異
な
る
も
の
で
、
昨
年
二
〇

一
五
年
、
江
玉
祥
氏
は
皮
影
の
雷
公
像
は
清
朝
以
後
に
成
立
し
た
と
い
う
論
考

を
発
表
し
た
（
（
（

。
し
か
し
、
管
見
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
北
宋
時
代
に
遡
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
皮
影
の
雷
公
像
の
造
形
特
徴
を
確
認
し
、
次
に
雷

公
像
に
関
す
る
従
来
説
を
整
理
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
い

考
古
資
料
や
道
教
経
典
の
記
述
に
注
目
し
な
が
ら
、
皮
影
の
雷
公
像
の
図
像
の

成
立
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一
　
皮
影
の
雷
公
像
の
作
例
及
び
特
徴

　

皮
影
の
雷
公
像
は
、
連
鼓
や
楔
な
ど
の
持
物
、
風
神
像
や
電
母
像
な
ど
天
候

神
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
雷
公
像
と
判
断
で
き
る
作
例
が
十
六
件
確
認
で
き
、

ま
た
雷
公
像
と
図
像
的
に
類
似
す
る
雷
震
子
像
及
び
頭
部
ま
た
は
体
部
の
み
現

存
す
る
作
例
が
百
余
件
確
認
で
き
る
。
雷
公
像
は
制
作
地
別
に
み
る
と
陝
西
省

六
件
、
甘
粛
省
六
件
、
河
北
省
一
件
、
北
京
市
二
件
、
不
明
一
件
で
あ
る
（
（
（

。

　

ま
ず
、
天
候
神
と
共
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
作
例
は
三
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
成

都
・
中
国
皮
影
博
物
館
所
蔵
の
陝
西
省
の
作
例
（
図
２
）
を
み
る
と
、
左
側
か

ら
花
形
の
扇
子
を
持
ち
虎
に
乗
る
風
婆
、
稲
妻
を
起
こ
す
鏡
を
両
手
に
持
つ
電

母
、
頭
上
に
火
炎
文
で
繋
が
っ
た
五
連
鼓
が
あ
り
手
に
楔
と
槌
を
執
る
雷
公
像
、

払
子
ら
し
き
も
の
と
茶
杯
を
手
に
持
ち
五
頭
の
獅
子
に
乗
る
雨
師
、
最
後
に
頭

上
に
シ
ョ
ー
ル
状
の
も
の
を
た
な
び
か
せ
る
妖
風
怪
と
さ
れ
る
図
像
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
こ
れ
ら
五
尊
の
中
央
に
位
置
す
る
雷
公
像
を
詳
し
く
見
る
と
、

尖
っ
た
鳥
の
喙
を
持
ち
額
に
第
三
の
目
が
あ
る
。
頭
上
に
は
小
冠
を
頂
き
赤
い

毛
の
よ
う
な
角
状
の
も
の
が
二
本
生
え
て
い
る
。
首
に
領
巾
を
つ
け
、
袖
無
し

の
胴
衣
の
腹
部
に
円
文
を
あ
ら
わ
し
、
短
褲
を
穿
き
、
腰
に
獣
皮
を
つ
け
、
足

に
は
四
本
の
鋭
い
爪
が
あ
る
。
体
の
周
り
に
は
飄
帯
が
た
な
び
く
。

　

次
に
、
単
独
の
作
例
は
十
四
件
あ
る
。
ま
ず
陝
西
省
の
関
中
民
俗
芸
術
博
物

院
所
蔵
の
作
例
（
図
３
）
を
見
る
と
、
周
囲
に
火
炎
文
で
繋
が
っ
た
五
連
鼓
が

あ
り
、
先
の
作
例
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
太
鼓
か
ら
生
じ
た
雷
音
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
頭
部
は
尖
っ
た
鳥
の
喙
に
三
目
で
あ
り
、
黒

い
毛
の
角
状
の
も
の
が
二
本
生
え
て
い
る
。
大
き
く
挙
げ
た
手
に
楔
と
槌
を
執

り
、
首
に
領
巾
を
つ
け
、
袖
無
し
の
胴
衣
の
腹
部
に
円
文
を
あ
ら
わ
し
、
短
褲

を
穿
き
、
腰
に
獣
皮
を
つ
け
、
足
は
四
本
の
爪
が
あ
る
。
体
の
周
り
に
飄
帯
が

た
な
び
く
。
な
お
、
本
作
例
は
腕
か
ら
背
中
に
か
け
て
大
き
な
翅
を
広
げ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
も
う
一
つ
の
単
独
の
作
例
と
し
て
北
京
門
頭
溝
区
博
物
館
所
蔵
の

作
例
（
図
４
）
を
見
る
と
、
雲
に
乗
っ
た
上
半
身
が
裸
形
の
雷
公
像
に
は
頭
上

に
火
炎
文
で
繋
が
れ
た
五
連
鼓
が
一
の
字
形
で
あ
ら
わ
ら
れ
て
い
る
。
頭
部
は

尖
っ
た
喙
が
あ
り
、
小
冠
を
頂
き
、
手
に
楔
と
槌
を
執
り
、
首
に
領
巾
を
つ
け
、

腰
に
獣
皮
を
つ
け
、
よ
く
み
る
と
先
の
二
例
と
同
様
に
足
に
は
四
本
の
爪
が
あ

る
。
ま
た
、
広
げ
た
両
腕
の
下
に
は
翅
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
連
鼓
を
伴
わ
な
い
作
例
が
二
件
あ
り
、
中
国
美
術
館
所
蔵
の
河
北

省
の
現
代
作
家
が
制
作
し
た
作
例
を
見
る
と
（
図
５
）、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
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図４　雷公像　清～現代　北京　北京門頭溝区博物館

図５　雷公像　現代　河北省　中国美術館
図１　皮影頭部　皮影体部　清～現代　陝西省

成都・中国皮影博物館

図２　風電雷雨　清～現代　陝西省　成都・中国皮影博物館

図６　雷震子像　清～現代　甘粛省 図３　雷公像　清～現代　陝西省　関中民俗芸術博物院
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尖
っ
た
喙
が
あ
り
、
冠
を
頂
き
、
手
に
楔
と
槌
を
持
ち
、
腰
に
獣
皮
を
つ
け
、

短
褲
を
穿
き
、
背
中
に
翅
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
足
に
靴
を
履
く
の

は
他
作
例
と
異
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
雷
公
像
に
類
似
す
る
図
像
と
し
て
雷
震
子
像
が
あ
る
。
雷
震
子

と
は
『
封
神
演
義
』
の
登
場
人
物
で
、
周
文
王
が
雷
の
鳴
る
燕
山
で
見
つ
け
て

養
子
と
し
た
第
百
子
で
あ
る
。
後
に
文
王
が
紂
王
に
追
わ
れ
た
際
、
臨
潼
関
で

追
手
を
撃
退
し
て
文
王
を
助
け
た
。
そ
の
様
子
を
題
材
と
し
た
皮
影
が
甘
粛
省

の
作
例
に
見
え
る
（
図
６
）。
臨
潼
関
が
左
下
に
あ
り
、
雲
上
に
周
文
王
と
雷

震
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
雷
震
子
の
図
像
を
見
る
と
、
頭
部
は
尖
っ
た
喙
、

額
に
第
三
の
目
、
小
冠
を
頂
き
、
毛
状
の
角
が
あ
る
。
首
に
領
巾
、
腰
に
獣
皮

を
つ
け
、
短
褲
を
穿
き
、
足
は
四
本
の
爪
で
、
背
中
に
大
き
な
翅
が
生
え
て
い

る
。
な
お
、
手
に
は
棒
状
の
武
器
を
持
ち
、
楔
や
槌
を
持
た
な
い
の
が
雷
公
像

と
異
な
る
点
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
皮
影
の
雷
公
像
は
、
制
作
地
は
様
々
で
、
色
使
い
に
も
相
違

が
あ
る
が
、
共
通
性
の
高
い
特
徴
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

ま
ず
雷
音
の
表
現
と
思
わ
れ
る
火
炎
文
で
繋
が
っ
た
五
連
鼓
を
あ
ら
わ
す
作
例

が
多
い
。
次
に
頭
部
は
尖
っ
た
喙
、
第
三
の
目
、
毛
状
の
角
が
あ
り
、
小
冠
を

頂
く
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
手
に
は
必
ず
楔
と
槌
を
持
ち
、
足
は
四
本
の
爪
が

多
い
。
首
に
は
領
巾
、
腰
に
獣
皮
を
つ
け
る
。
ま
た
、
背
中
や
腕
か
ら
翅
が
生

え
る
作
例
が
多
く
、
そ
の
翅
は
羽
状
の
も
の
と
骨
格
の
あ
る
皮
膜
状
の
も
の
の

二
種
類
が
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
の
う
ち
連
鼓
を
あ
ら
わ
し
、
楔
や
槌
を
持
つ

表
現
は
、
後
述
す
る
前
漢
時
代
の
雷
公
像
に
み
ら
れ
る
特
徴
だ
が
、
尖
っ
た
喙

や
額
の
第
三
の
目
な
ど
古
い
時
代
の
雷
公
像
に
は
無
い
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
雷
公
像
は
ど
の
よ
う
な
姿
形
と
さ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て

歴
史
的
展
開
を
追
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

二
　
文
献
史
料
に
み
え
る
雷
公
像
の
変
遷

　

雷
公
像
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
り
（
（
（

、
そ
れ
ら
に
依
り
つ
つ
文

献
の
記
述
と
図
像
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
神
格
と
し
て
雷
神
が
登
場
す
る
最
も
古
い
史
料
は
戦
国
か
ら
秦
漢
時

代
に
成
立
し
た
『
山
海
経
』
で
あ
る
。
同
書
の
第
十
三
海
内
東
経
に
は
「
雷
澤

中
有
雷
神
、
龍
身
而
人
頭
、
鼓
其
腹
、
在
呉
西
。」
と
あ
り
（
（
（

、
雷
神
は
龍
身
人

頭
で
腹
を
鼓
に
す
る
と
い
う
。
次
に
前
漢
時
代
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
「
是
故

大
丈
夫
恬
然
無
思
、
詹
然
無
慮
。（
中
略
）、
令
雨
師
灑
道
、
使
風
伯
掃
塵
、
電

以
為
鞭
策
、
雷
以
為
車
輪
。」
と
あ
り
（
（
（

、
雷
は
君
子
の
雷
車
の
車
輪
に
な
る
と

い
う
。
ま
た
、『
楚
辞
』
巻
五
遠
遊
に
「
左
雨
師
使
径
侍
兮
、
右
雷
公
以
為
衛
。」

と
あ
り
（
（
（

、
屈
原
が
天
上
世
界
に
遊
ぶ
際
、
左
側
は
雨
師
を
従
わ
せ
、
右
側
は
雷

公
が
護
衛
す
る
と
い
う
。
な
お
、
こ
れ
が
「
雷
公
」
の
初
出
で
あ
り
、
右
の
『
山

海
経
』
や
後
述
の
諸
資
料
を
み
る
と
「
雷
神
」
と
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
本
論
で
は
以
下
「
雷
公
」
と
し
て
論
を
進
め
て
い
く
。

　

次
に
、
従
来
の
研
究
で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
後
漢
時
代
の
王
充
撰
『
論
衡
』
雷

虚
篇
に
は
（
（（
（

、
当
時
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
雷
公
像
の
姿
と
し
て
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
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図
画
之
工
、
図
雷
之
状
、
累
累
如
連
鼓
之
形
。
又
図
一
人
若
力
士
之
容
、

謂
之
雷
公
。
使
之
左
手
引
連
鼓
、
右
手
推
椎
、
若
撃
之
状
。
其
意
以
為
：

雷
声
隆
隆
者
、
連
鼓
相
扣
撃
之
音
也
。
其
魄
然
若
蔽
裂
者
、
椎
所
撃
之
声

也
。
其
殺
人
也
、
引
連
鼓
相
椎
并
撃
之
矣
。

（
画
工
は
雷
の
像
を
画
く
際
、
幾
つ
も
の
太
鼓
が
連
な
る
形
に
描
く
。
ま

た
一
人
の
力
士
の
よ
う
な
姿
を
画
い
て
、
こ
れ
を
雷
公
と
い
う
。
左
手
で

連
な
る
太
鼓
を
引
き
寄
せ
、
右
手
で
楔
を
推
し
、
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
よ

う
に
す
る
。
図
の
意
味
は
、
雷
鳴
の
ご
ろ
ご
ろ
す
る
の
は
連
鼓
を
打
ち
合

う
音
で
あ
り
、
ピ
リ
ピ
リ
も
の
を
破
り
裂
く
よ
う
な
の
は
、
楔
を
叩
き
つ

け
る
音
で
あ
る
。
人
を
殺
す
時
は
、
連
鼓
を
引
き
楔
を
推
し
て
同
時
に
そ

の
人
を
撃
つ
の
で
あ
る
。）

王
充
は
こ
う
し
た
雷
公
像
の
存
在
は
虚
妄
だ
と
同
書
で
批
判
し
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
は
後
漢
時
代
に
は
右
の
よ
う
な
雷
公
像
の
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
っ
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
力
士
の
姿
で
連
鼓
や
楔
を
手
に
持
つ
姿
で
あ

り
、
後
世
の
雷
公
像
の
祖
形
が
あ
る
程
度
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

続
い
て
、
東
晋
時
代
の
干
宝
撰
『
捜
神
記
』
卷
十
二
に
は
「
扶
風
楊
道
和
、

夏
於
田
中
、
値
雨
。
至
桑
樹
下
、
霹
靂
下
撃
之
。
道
和
以
鋤
格
折
其
股
、
遂
落

地
、
不
得
去
。
唇
如
丹
、
目
如
鏡
、
毛
角
長
三
寸
、
餘
状
似
六
畜
、
頭
似
獮
猴
。」

と
あ
り
（
（（
（

、
地
に
落
ち
た
雷
は
唇
は
丹
色
、
目
は
鏡
の
よ
う
で
、
毛
角
の
長
さ
は

三
寸
あ
り
、
猴
の
よ
う
な
頭
で
、
そ
れ
以
外
は
家
畜
の
よ
う
だ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
頭
が
猴
に
似
て
い
る
こ
と
と
、
毛
の
角
が
あ
る
こ
と
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。

　

唐
時
代
に
な
る
と
雷
公
像
に
関
す
る
記
述
は
さ
ら
に
具
体
的
に
な
る
。
段
成

式
撰
『
酉
陽
雑
俎
』
前
集
巻
八
雷
に
は
「
貞
元
年
中
、
宣
州
忽
大
雷
雨
、
一
物

墜
地
。
猪
首
、
手
足
各
両
指
、
執
一
赤
蛇
噛
之
。
俄
頃
、
雲
暗
而
失
、
時
皆
図

而
伝
之
。」
と
あ
り
（
（（
（

、
貞
元
年
間
（
七
八
五
～
八
〇
五
）
に
宣
州
で
突
然
激
し

い
雷
雨
が
あ
り
、
あ
る
も
の
が
落
ち
て
き
た
。
豚
の
頭
、
手
足
は
二
本
指
で
一

匹
の
赤
蛇
を
掴
み
噛
ん
で
お
り
、
人
々
は
こ
れ
を
絵
に
描
い
て
伝
え
た
と
い
う
。

こ
の
豚
の
頭
、
二
本
指
の
手
足
は
以
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
地
に
堕
ち
た
雷
公
と
思
し
き
怪
物
は
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
諸

書
に
見
え
る
。
唐
代
の
裴
鉶
撰
『
伝
奇
』（『
太
平
広
記
』
巻
三
九
四
所
収
）
に

は
、
元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
に
広
東
省
の
陳
鸞
鳳
と
い
う
者
が
村
人

の
雨
乞
い
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
腹
い
せ
に
雷
神
廟
を
焼
き
、
禁
忌
の
黄
魚
と

豚
肉
を
食
べ
て
雷
鳴
の
下
で
刀
を
振
り
回
し
た
と
こ
ろ
、
雷
の
左
股
を
切
り
落

と
し
、
雷
が
地
に
堕
ち
た
。
堕
ち
た
雷
に
つ
い
て
「
状
類
熊
豬
、
毛
角
、
肉
翼

青
色
、
手
執
短
柄
剛
石
斧
。」
と
あ
り
（
（（
（

、
そ
れ
は
熊
や
豚
の
類
で
あ
り
、
毛
角
、

青
色
の
肉
翼
、
手
に
柄
の
短
い
石
斧
を
執
っ
て
い
た
と
い
う
。
豚
の
頭
や
毛
角

は
先
の
史
料
に
み
え
た
も
の
だ
が
、
肉
翼
や
手
に
石
斧
を
執
る
こ
と
は
新
し
い

要
素
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
五
代
の
杜
光
庭
撰
『
録
異
記
』（『
太
平
広
記
』
巻
三
九
三
所
収
）

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

唐
潤
州
延
陵
県
茅
山
界
、
元
和
春
、
大
風
雨
。
堕
一
鬼
、
身
二
丈
余
、
黒

色
、
面
如
猪
首
、
角
五
六
尺
、
肉
翅
丈
余
、
豹
尾
。
又
有
半
服
絳
裩
、
豹

皮
纏
腰
、
手
足
両
爪
皆
金
色
。
執
赤
蛇
、
足
踏
之
、
瞪
目
欲
食
、
其
声
如
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雷
。

（
唐
時
代
の
元
和
年
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
の
春
、
潤
州
延
陵
県
の
茅
山

で
、
大
風
雨
が
あ
り
一
匹
の
鬼
が
堕
ち
て
き
た
。
身
長
は
二
丈
余
、
黒
色
、

顔
は
豚
の
頭
の
よ
う
で
、
五
六
尺
の
角
が
生
え
て
い
る
。
肉
の
翅
が
一
丈

余
、
豹
の
尾
、
ま
た
半
服
の
赤
い
褲
を
穿
き
、
豹
の
皮
を
腰
に
纏
っ
て
い

る
。
手
足
は
金
色
の
二
本
の
爪
、
赤
い
蛇
を
執
り
、
足
で
踏
み
つ
け
、
目

を
見
開
き
、
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
声
は
雷
の
よ
う
だ
っ
た
。）

こ
の
地
に
堕
ち
た
鬼
は
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
の
記
述
と
雷
の
よ
う
な
声
を
出
す

こ
と
か
ら
、
雷
公
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
。
豚
の
頭
、
角
、
肉
の
翅
な
ど
は
従

来
通
り
だ
が
、
赤
い
褲
を
穿
い
て
豹
の
皮
を
腰
に
纏
う
こ
と
は
新
し
い
特
徴
で

あ
り
、
前
章
で
見
た
皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
と
一
致
す
る
点
が
大
変
興
味
深
い
。

　

皮
影
の
雷
公
像
の
も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
尖
っ
た
喙
は
、
明
時
代
の
諸
史

料
に
み
え
る
。
万
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）
頃
の
余
象
斗
撰
『
北
方

真
武
祖
師
玄
天
上
帝
出
身
志
伝
』
別
名
『
北
游
記
』
三
巻
「
祖
師
収
五
雷
五
音
」

に
は
「
天
君
於
廟
門
大
喝
一
声
、
手
執
令
牌
一
照
、
五
雷
神
跽
于
天
君
面
前
。

天
君
用
手
向
南
方
一
指
、
出
五
個
雷
公
、
尖
嘴
鶏
翅
、
手
執
尖
槌
近
前
。
那
五

神
変
出
真
形
却
只
是
五
個
鼓
。
五
雷
神
押
住
。
天
君
曰
此
五
雷
我
亦
留
、
随
我

去
降
妖
。」
と
あ
り
（
（（
（

、
真
武
祖
師
を
救
う
た
め
に
現
れ
た
雷
主
の
天
君
が
五
人

の
雷
神
を
降
伏
さ
せ
た
時
、
尖
っ
た
嘴
に
鶏
翅
で
手
に
槌
を
執
っ
た
手
下
の
五

人
の
雷
公
を
呼
び
寄
せ
る
と
、
五
人
の
雷
神
が
恐
れ
て
元
の
姿
で
あ
る
鼓
に
変

身
し
た
。
天
君
は
、
こ
の
五
雷
は
私
が
留
め
、
こ
れ
か
ら
私
に
随
っ
て
妖
怪
退

治
に
行
く
と
言
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
尖
っ
た
嘴
の
み
な
ら

ず
、
五
人
の
雷
神
の
元
の
姿
が
鼓
で
あ
り
、
そ
れ
を
雷
主
の
天
君
が
留
め
る
と

い
う
記
述
は
、
皮
影
の
雷
公
像
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
五
連
鼓
と
も
何
ら
か
の
関
係

が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
明
時
代
の
謝
肇
淛
撰
『
五
雑
組
』
天
部
に
も
「
鶏
形
肉
翅
」、
ま
た
、

徐
応
秋
撰
『
玉
芝
堂
談
薈
』
雷
神
形
状
に
は
「
鷹
嘴
龍
爪
、
而
膊
下
有
肉
翅
如

蝙
蝠
状
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
肉
翅
と
は
蝙
蝠

の
よ
う
な
骨
格
の
あ
る
皮
膜
状
の
翅
の
こ
と
で
あ
り
（
（（
（

、
こ
れ
も
皮
影
の
雷
公
像

の
翅
の
表
現
に
一
致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

皮
影
の
雷
公
像
に
み
ら
れ
た
三
目
の
特
徴
は
清
時
代
の
黄
伯
禄
（
一
八
三
〇

～
一
九
〇
九
）
編
『
集
説
詮
真
』
に
み
え
る
。
同
書
の
巻
四
に
は
「
今
俗
塑
雷

神
像
、
若
力
士
裸
胸
袒
腹
。
背
挿
両
翅
。
額
具
三
目
。
臉
赤
如
猴
、
而
下
顎
長

而
鋭
。
足
如
鷹
鸇
。
而
爪
更
厲
、
左
手
執
楔
、
右
手
持
搥
。
作
欲
撃
状
。
自
頂

至
傍
。
懸
連
鼓
五
個
。
左
足
盤
躡
一
鼓
、
称
曰
雷
公
江
天
君
。」
と
あ
り
（
（（
（

、
上

半
身
裸
形
の
力
士
像
で
背
中
に
翅
が
あ
る
と
い
う
記
述
に
続
い
て
「
額
具
三

目
」
と
あ
る
こ
と
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
下
顎
が

鋭
く
、
足
は
鷹
の
よ
う
で
爪
が
鋭
く
、
左
手
に
楔
、
右
手
に
槌
を
持
ち
、
五
連

鼓
を
懸
け
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
江
玉
祥
氏
は
こ
う
し

た
記
述
を
参
考
に
し
て
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
を
清
時
代
に
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
雷
公
像
に
関
す
る
文
献
の
記
述
を
整
理

す
る
と
、最
も
古
い
史
料
は
秦
漢
時
代
の
『
山
海
経
』
に
「
雷
神
」
と
あ
り
、「
雷

公
」
の
初
出
は
前
漢
時
代
の
『
楚
辞
』
で
あ
る
。
後
漢
時
代
の
『
論
衡
』
に
は

力
士
の
姿
で
連
鼓
や
楔
を
手
に
持
つ
雷
公
像
の
祖
形
が
登
場
し
、
東
晋
時
代
の
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『
捜
神
記
』
に
は
猴
の
頭
部
、
毛
角
、
家
畜
の
体
と
言
っ
た
動
物
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
現
れ
る
。
唐
時
代
の
『
酉
陽
雑
俎
』『
伝
奇
』
で
は
熊
や
豚
、
二
本
指
の

手
足
な
ど
と
具
体
的
に
記
さ
れ
、
さ
ら
に
肉
翼
、
手
に
石
斧
を
執
る
こ
と
が
記

さ
れ
る
。
続
く
五
代
の
『
録
異
記
』
で
は
赤
い
褲
を
穿
い
て
豹
の
皮
を
腰
に
纏

う
服
制
に
関
す
る
記
述
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
明
時
代
『
北
遊
記
』『
五
雑

組
』
に
は
、
尖
っ
た
嘴
、
蝙
蝠
の
よ
う
な
骨
格
の
あ
る
翅
、
龍
の
爪
に
つ
い
て

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
清
時
代
に
な
る
と
額
の
三
目
の
特
徴
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
文
献
の
記
述
を
踏
ま
え
つ
つ
、

次
章
で
は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
雷
公
像
の
図
像
的
変
遷
を
確
認
し
た
い
と
思
う
。

三
　
雷
公
像
の
図
像
的
変
遷

　

雷
公
像
を
あ
ら
わ
し
た
最
も
古
い
作
例
は
一
九
七
三
年
に
湖
南
省
長
沙
市
馬

王
堆
三
号
墓
か
ら
出
土
し
た
前
漢
時

代
の
太
一
将
行
図
（
図
７
）
帛
画
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
帛
画
の
図
像
解

釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
近
年
、

黄
盛
璋
氏
は
墓
主
の
生
前
の
戦
勝
祈

念
の
た
め
の
図
で
あ
る
と
解
釈
し
て

い
る
（
（（
（

。
帛
画
上
端
の
左
に
雷
の
古
字

が
書
か
れ
て
お
り
（
（（
（

、
周
世
栄
氏
は
帛

画
の
左
上
に
雷
公
像
の
残
欠
が
あ
る

と
い
い
、
顔
は
猴
の
よ
う
で
、
幞
頭
を
被
り
、
目
を
見
張
り
、
口
は
鳥
の
喙
、

短
裙
を
穿
き
、
上
方
に
雷
と
み
ら
れ
る
線
状
を
描
い
て
い
る
と
い
う
（
（（
（

。
図
版
で

は
細
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前
漢
時
代
に
遡
る
雷
公
像
の
最
初

期
の
作
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

後
漢
時
代
の
作
例
で
は
、
連
鼓
が
周
囲
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
雷
公
像
が
登
場
す

る
。
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
臨
沂
市
博
物
館
所
蔵
の
山
東
省
臨

沂
市
呉
白
庄
出
土
画
像
石
（
図
８
）
に
は
、
頭
部
は
熊
の
よ
う
な
動
物
形
で
、

手
に
撥
を
持
ち
、
腕
と
大
腿
部
か
ら
翅
を
生
や
し
、
臀
部
か
ら
尾
が
生
え
た
雷

公
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
三
条
の
線
で
繋
が
っ
た
十
個
の
鼓
が

廻
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
す
雷
公
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
形

式
は
、
後
の
南
北
時
代
や
延
い
て
は
皮
影
の
雷
公
像
に
も
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
江
蘇
省
銅
山
県
画
像
石
（
図
９
）
に
は
太
い
綱
で
繋
が
っ
た
五

連
鼓
を
曳
く
力
士
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
『
論
衡
』
に
あ
る
雷

図８　雷公像　後漢　山東省臨沂市呉
白庄出土画像石　臨沂市博物館

図９　雷公像　後漢
江蘇省銅山県画像石

図７　太一将行図部分　前漢
馬王堆三号墓帛画
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公
像
を
描
く
際
の
「
図
雷
之
像
、

累
累
如
連
鼓
之
形
。
又
図
一
人

若
力
士
之
容
、
謂
之
雷
公
、
使

之
左
手
引
連
鼓
」
と
い
う
記
述

と
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
第
一

章
で
み
た
皮
影
の
連
鼓
（
図

４
）
の
形
に
類
似
し
て
い
る
点

は
大
変
興
味
深
い
。
こ
の
ほ
か

雷
車
に
乗
る
雷
公
像
や
手
に
槌
と
楔
を
執
る
雷
公
像
（
図
10
）
が
山
東
省
の
画

像
石
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
南
北
朝
時
代
の
作
例
と
し
て
、
敦
煌
莫
高
窟
第
二
四
九
窟
と
二
八
五
窟

の
天
井
壁
画
に
描
か
れ
た
雷
公
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
十
個
ま
た
は
十

一
個
の
連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
す
鬼
神
形
の
雷
公
像
が
配
さ
れ
、
第
二
四
九
窟
で

は
左
下
に
両
手
で
楔
を
執
る
雷
公
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
こ
で
注
目
さ

れ
る
の
は
楔
を
執
る
雷
公
像
の
頭
部
は
豚
状
で
、
さ
ら
に
い
ず
れ
の
雷
公
像
も

手
足
す
べ
て
二
本
の
爪
に
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
の
『
酉
陽

雑
俎
』
に
「
猪
首
、
手
足
各
二
指
」
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
南
北
朝
時

代
の
雷
公
像
が
後
世
の
説
話
に
記
さ
れ
た
雷
公
像
の
源
流
で
あ
っ
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
北
斉
時
代
の
婁
叡
墓
壁
画
に
も
連
鼓
を
周
囲
に
廻

ら
す
雷
公
像
が
描
か
れ
て
お
り
、
両
手
足
に
槌
を
持
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
爪

は
二
本
指
で
あ
る
、
ま
た
翅
や
尾
が
生
え
て
い
る
点
は
後
漢
時
代
の
臨
沂
市
の

画
像
石
と
類
似
し
て
お
り
、
図
像
が
あ
る
程
度
継
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
（
（（
（

。
五
代
の
『
録
異
記
』

に
記
さ
れ
た
「
豹
尾
」
も
そ
の

延
長
線
上
に
あ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　

唐
時
代
の
作
例
は
仏
伝
図
中

と
千
手
観
音
像
の
眷
属
な
ど
に

み
え
る
。
大
英
博
物
館
所
蔵
の

幡
画
仏
伝
図
中
の
雷
公
像
（
図

11
）
は
、
十
二
個
の
連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
し
手
に
楔
と
槌
を
持
ち
、
上
半
身
裸

形
で
下
半
身
に
斑
点
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
黄
褐
色
の
短
褲
を
穿
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
姿
は
先
に
み
た
五
代
の
『
録
異
記
』
に
記
さ
れ
た
「
半
服
絳
裩
、
豹
皮
纏

腰
」
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
ギ
メ
東
洋
美
術
館
所
蔵
の
絹
本
降
魔
成
道
図
に
も

連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
し
た
雷
公
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
四
川
省

蒲
江
県
白
岩
寺
前
十
号
龕
に
、
千
手
観
音
像
の
眷
属
と
し
て
本
尊
の
向
か
っ
て

右
上
に
連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
し
手
に
棒
状
の
も
の
を
持
つ
雷
公
像
が
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
る
（
（（
（

。
先
に
見
た
文
献
史
料
の
『
論
衡
』
に
は
「
図
雷
之
像
、
累
累
如
連

鼓
之
形
。」
と
あ
っ
た
が
、
雷
公
像
の
周
囲
に
連
鼓
を
廻
ら
す
記
述
は
み
え
な
い
。

し
か
し
、
後
漢
～
南
北
朝
時
代
の
作
例
を
踏
ま
え
る
と
、
唐
時
代
に
は
連
鼓
を

周
囲
に
廻
ら
す
雷
公
像
が
あ
る
程
度
定
形
化
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
五
代
か
ら
南
宋
に
か
け
て
豚
の
よ
う
な
頭
部
の
雷
公
像
が
現
れ
る
。

江
蘇
省
棲
霞
寺
舎
利
塔
基
壇
仏
伝
図
中
の
降
魔
成
道
の
場
面
に
、
周
囲
に
連
鼓

図10　雷公像　後漢
山東省武氏祠画像石

図11　雷公像　唐　仏伝図部分
大英博物館
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を
廻
ら
し
槌
状
の
持
物
を
執
る
雷
公
像

（
図
12
）
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、

鼻
が
長
い
豚
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。

ま
た
重
慶
市
大
足
宝
頂
山
石
刻
大
仏
湾

第
一
六
号
に
は
上
半
身
に
七
個
の
連
鼓

を
廻
ら
し
、
手
に
槌
と
楔
を
持
つ
雷
公

像
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
鼻
が
長
い

豚
の
よ
う
な
頭
部
と
な
っ
て
い
る
。
豚

状
の
頭
部
は
先
に
み
た
唐
代
の
『
酉
陽

雑
俎
』『
伝
奇
』
ま
た
五
代
の
『
録
異

記
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
雷
公

像
の
姿
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

　

さ
ら
に
、
南
宋
～
元
時
代
と
さ
れ
る

個
人
蔵
人
物
螺
鈿
聯
（
図
13
）
に
注
目

し
た
い
。
杉
原
た
く
哉
氏
が
指
摘
し
た

雷
公
像
は
、
鳥
の
嘴
、
両
手
で
楔
を
握
り
、
皮
膜
状
の
肉
翅
が
生
え
た
姿
で
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
杉
原
氏
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
よ
く
み
る
と
額
に

第
三
の
目
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
鳥
の
嘴
、
肉
翅
、
三
目
は

第
一
章
で
み
た
皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
で
あ
り
、
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
は
少

な
く
と
も
南
宋
～
元
時
代
ま
で
遡
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

後
述
す
る
明
時
代
の
刻
本
の
挿
絵
や
絵
画
作
例
な
ど
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
雷
公

像
も
鳥
の
嘴
や
肉
翅
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
と

一
致
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し

て
み
た
い
。

四
　
中
国
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立

　

皮
影
の
雷
公
像
に
つ
い
て
は
、
昨
年
二
〇
一
五
年
に
、
江
玉
祥
氏
が
「
中
国

皮
影
戯
影
偶
中
的
雷
公
形
象
（
（（
（

」
を
発
表
し
て
そ
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

江
氏
は
①
文
献
史
料
中
の
雷
公
の
記
述
、
②
明
時
代
『
封
神
演
義
』
に
記
さ
れ

た
雷
祖
聞
太
師
の
三
目
や
雷
震
子
が
翅
を
生
や
す
特
徴
、
③
清
時
代
以
降
の
民

間
廟
宇
に
み
る
塑
像
の
雷
神
像
が
先
に
み
た
清
時
代
の
『
集
説
詮
真
』
の
記
述

と
近
似
す
る
こ
と
、
④
李
光
庭
『
郷
言
解
頤
』
の
「
雷
」
に
記
さ
れ
た
戯
曲
に

登
場
す
る
雷
公
役
の
姿
が
、
力
士
像
で
左
手
に
連
鼓
を
引
き
右
手
に
槌
を
執
る

『
論
衡
』
以
来
の
古
い
雷
公
像
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
四
点
を
根
拠
と

し
て
、
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
は
清
時
代
よ
り
遡
ら
な
い
と
結
論
付
け
た
。
確

か
に
清
朝
時
代
の
雷
公
像
の
形
式
と
第
一
章
で
述
べ
た
皮
影
の
雷
公
像
の
形
式

的
特
徴
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
三
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
皮
影
の

雷
公
像
の
図
像
の
特
徴
は
す
で
に
南
宋
～
元
時
代
と
さ
れ
る
人
物
螺
鈿
聯
に
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
氏
の
主
張
は
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て
い
な
い
雷
公
像
も
あ
る
の

で
、
以
下
で
は
明
時
代
の
資
料
か
ら
み
て
い
く
。

　

中
国
国
家
図
書
館
の
中
華
古
籍
資
源
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
明
時
代
の
万
暦

図12　雷公像　五代
棲霞寺舎利塔仏伝図部分

図13　人物螺鈿聯　南宋～元
個人蔵
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年
間
（
一
五
七
三
～
一

六
二
〇
）
の
刻
本
『
新

刻
出
像
増
補
捜
神
記
』

巻
一
の
雷
神
条
に
は
（
（（
（

、

雷
州
の
雷
神
廟
の
由
来

な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
雷
神
の

姿
を
あ
ら
わ
し
た
挿
絵

で
あ
る
（
図
14
）。
上
半
身
に
七
つ
の
連
鼓
を
廻
ら
し
、
頭
上
に
冠
を
戴
き
、

鋭
い
嘴
を
持
ち
、
左
手
に
二
本
の
撥
、
右
手
に
槌
を
執
り
、
短
裙
を
穿
き
、
背

中
に
翅
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
先
に
み
た
皮
影
の
雷
公

像
と
比
べ
る
と
、
服
制
は
異
な
る
が
、
鳥
の
嘴
、
翼
、
連
鼓
な
ど
主
な
特
徴
は

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
玉
祥
氏
の
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
が

清
時
代
以
降
と
す
る
見
解
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
雷
神
像
と
類
似
し
て
い
る
挿
絵
は
清
時
代
の
宣
統
元
年
（
一
九
〇
九
）

に
重
刊
さ
れ
た
『
絵
図
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
の
辛
興
苟
元
帥
条
に
も
み
え
る
（
（（
（

。

ほ
ぼ
同
じ
姿
だ
が
、
左
手
に
楔
、
右
手
に
槌
を
執
り
、
短
裙
の
上
に
獣
皮
の
よ

う
な
も
の
を
腰
に
纏
い
、
足
に
尖
っ
た
四
本
の
爪
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
次
の
よ
う
な
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
昔
、
雍
州
の
神
雷
山
に
鼓
を
操
る

雷
神
が
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
五
羽
の
鶏
に
姿
を
変
え
て
地
中
に
隠
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
辛
興
と
い
う
貧
し
い
男
が
偶
然
見
つ
け
て
母
親
の
た
め
に
家
に
持
ち

帰
っ
た
。
母
親
が
そ
の
一
羽
を
食
べ
よ
う
と
し
た
と
き
、
鶏
が
「
予
は
雷
、
食

べ
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
な
け
れ
ば
恩
を
与
え
よ
う
。」
と
言
っ
た
が
、
無
視
し

て
殺
そ
う
と
し
た
た
め
、
雷
に
打
た
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
家
に
戻
っ
た
辛

興
は
母
の
亡
骸
を
抱
い
て
自
ら
を
責
め
、
雷
に
打
た
れ
て
死
ん
だ
こ
と
を
知
っ

て
天
帝
に
訴
え
る
と
、
天
帝
は
鶏
に
変
化
し
た
雷
神
を
殺
そ
う
と
し
た
。
す
る

と
大
風
雨
が
起
こ
り
、
雷
神
は
再
び
辛
興
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
そ
の
孝
心
に

同
情
し
て
誤
っ
て
母
親
を
殺
し
た
こ
と
を
詫
び
て
辛
興
に
一
二
火
丹
と
い
う
仙

薬
を
与
え
た
。
仙
薬
を
飲
ん
だ
辛
興
は
「
妖
其
頭
、
喙
其
嘴
、
翼
其
両
肩
、
左

尖
右
搥
、
踏
五
鼓
」
の
姿
に
身
を
変
え
て
母
の
亡
骸
と
共
に
天
上
世
界
に
昇
仙

し
た
。
天
帝
は
辛
興
の
孝
心
に
感
動
し
て
「
雷
門
苟
元
帥
」
に
封
じ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
辛
興
の
変
じ
た
姿
が
、
鳥
の
喙
で
両
肩
に
翼
が
生

え
、
左
手
に
楔
の
よ
う
な
尖
っ
た
も
の
、
右
手
に
槌
を
持
ち
、
五
鼓
を
踏
む
と

記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
皮
影
の
雷
公
像
の
姿
に
近
づ
い
て
い
る
と

言
え
よ
う
（
（（
（

。

　

次
に
、
元
時
代
に
遡
る
図
像
と
し
て
、
道
蔵
に
収
録
さ
れ
る
元
末
明
初
に
成

立
し
た
『
道
法
会
元
』
巻
六
一
で
雷
法
の
呪
法
を
説
く
「
高
上
神
宵
玉
樞
斬
勘

五
雷
大
法
」
に
描
か
れ

た
祈
晴
符
（
図
15
）
が

あ
げ
ら
れ
る
。
鳥
の
喙
、

背
中
に
は
翅
、
手
に
楔

や
旗
を
持
ち
、
鋭
い
爪

の
足
を
し
た
図
像
が
描

図14　雷神像　明
『新刻出像増補捜神記』挿絵

図15　祈晴符　元末明初
『道法会元』挿絵
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か
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
姿
は
皮
影
の
雷
公
像
に
近
似
す
る
。
こ
の
ほ
か
様
々

な
雷
法
の
符
に
も
手
に
楔
や
旗
、
ま
た
は
斧
を
持
っ
た
図
像
が
み
え
、
同
巻
六

〇
「
上
清
玉
樞
五
雷
真
文
」
の
歘
火
大
神
符
に
は
翅
は
な
い
も
の
の
同
様
の
二

体
の
図
像
に
「
雷
公
左
執
、
命
師
行
風
。
電
母
右
侍
、
火
令
怱
怱
」
と
あ
る
（
（（
（

。

つ
ま
り
、
雷
法
の
神
々
と
し
て
こ
う
し
た
図
像
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
雷
法
に
関
す
る
『
法
海
遺
珠
』
巻
八
「
九
天
雷
晶
使
者
梵
炁
隠
書
機
法
」

に
は
、
鶏
の
嘴
、
両
手
に
楔
と
槌
を
持
ち
、
爪
の
足
を
し
た
図
像
が
南
、
北
、
西
、

中
央
の
各
雷
符
の
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
雷
公
像
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

ま
た
、『
道
法
会
元
』
に
は
雷
公
の
姿
形
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

巻
九
三
「
雷
霆
三
要
一
炁
火
雷
使
者
法
」
に
は
雷
霆
の
使
者
で
あ
る
将
軍
達
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

天
罡
大
聖
主
雷
真
君
馬
自
奴
、
披
紅
髮
、
紅
面
三
目
、
著
月
下
白
道
服
、

右
手
仗
火
剣
、
左
手
執
火
印
、
銑
足
踏
火
車
。（
中
略
）
主
雷
欻
火
律
令

大
神
鄧
燮
、
朱
髮
、
天
丁
冠
、
藍
身
、
肉
角
、
鳳
觜
銀
牙
、
両
翅
、
両
脚

鷹
爪
、
緑
風
帯
黄
裙
、
左
手
執
鑽
、
右
手
執
鎚
、
跨
蒼
龍
、
身
迸
烈
火
。（
中

略
）
先
天
一
炁
火
雷
飛
捷
使
者
暘
谷
神
君
張
玨
、
欻
火
相
、
三
目
両
翅
、

青
身
赤
體
、
左
手
執
召
雷
旗
、
右
手
執
斧
、
腰
帯
碧
玉
牌
、
一
面
金
字
。

雷
公
電
母
、
風
伯
雨
師
、
五
方
蠻
雷
使
者
、
合
部
雷
神
。

　

さ
ら
に
同
書
巻
九
八
「
九
天
碧
潭
雷
禱
雨
大
法
」
に
は
（
（（
（

、

雷
霆
飛
火
掌
令
大
神
陶
勝
公
濟
。
肉
角
、
紅
髪
青
面
、
雙
目
、
鶴
喙
、
青

身
、
四
翅
、
龍
爪
、
手
足
左
握
雷
局
、
右
仗
剣
、
紅
裙
仙
帯
。
雷
霆
欻
火

律
令
大
神
鄧
燮 

伯
温
。
肉
角
、
紅
髮
青
面
、
三
目
、
鷹
喙
、
青
身
、
両
翅
、

龍
爪
、
手
足
左
執
雷
砧
、
右
執
雷
槌
、
作
揮
打
之
勢
、
紅
裙
仙
帯
。
雷
霆

猛
吏
判
官
辛
志 

豊
乗
。
戴
牛
耳
幞
頭
、
青
面
、
銀
牙
、
緑
抱
束
帯
、
白

袴
皁
靴
、
左
手
執
雷
簿
、
右
手
執
火
筆
。
雷
霆
飛
捷
使
者
張
珏
元
伯
。
肉

角
、
紅
髪
青
面
、
雙
目
、
鷹
喙
、
青
身
、
雙
肉
翅
、
龍
爪
、
手
足
紅
裙
飛

仙
帯
。（
中
略
）
天
雷
部
神
雷
部
雷
神
萬
萬
衆
、
肉
角
鷹
喙
、
金
睛
雙
翅
、

龍
爪
手
足
、
風
裙
仙
帯
。
即
先
天
雷
公
也
。（
傍
線
筆
者
）

と
あ
り
、
傍
線
部
分
の
よ
う
に
皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
が
幾
つ
も
み
え
、
最
後

の
傍
線
部
に
は
無
数
の
雷
神
の
神
々
は
皆
、
肉
角
、
鷹
の
喙
、
目
が
輝
き
、
両

翅
、
龍
爪
の
手
足
、
風
裙
仙
帯
を
纏
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
皮
影
の

雷
公
像
の
特
徴
と
一
致
し
、
と
り
わ
け
「
三
目
」
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
清

時
代
の
『
集
説
詮
真
』、
ま
た
江
氏
が
三
目
の
源
流
と
見
な
し
た
明
時
代
の
『
封

神
演
義
』
に
登
場
す
る
三
目
の
聞
太
師
（
（（
（

よ
り
古
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
李
躍
忠
氏
に
よ
る
と
、
現
代
の
広
東
省
陸
豊
地
区
の
皮
影
戯
で

は
上
演
前
に
行
う
「
洗
叉
」
と
い
う
儀
式
で
、
五
雷
符
を
ス
ク
リ
ー
ン
の
四
隅

に
貼
り
付
け
、
魔
除
け
や
神
々
の
加
護
を
願
う
と
い
う
。
ま
た
皮
影
戯
の
演
目

に
は
道
教
の
神
々
が
多
数
登
場
す
る
『
天
官
賜
福
』『
八
仙
慶
寿
』
な
ど
が
各

地
で
伝
統
的
に
上
演
さ
れ
て
お
り
、
元
始
天
尊
や
趙
霊
官
な
ど
の
皮
影
の
作
例

が
現
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
皮
影
と
道
教
と
の
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、
道
教

経
典
に
記
さ
れ
た
雷
公
の
姿
形
が
皮
影
の
雷
公
像
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
皮
影
の
雷
公
像
の
図
像
的
源
流
は
少
な
く
と
も

元
末
明
初
に
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
北
宋
時
代
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
作
例
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



681（316）

広
東
省
博
物
館
所
蔵
の
明
時
代

の
画
院
画
家
呉
偉
（
一
四
五
九

～
一
五
〇
八
）
が
描
い
た
洗
兵

図
に
は
、
手
に
楔
と
槌
を
執
る

尖
っ
た
鳥
の
喙
を
持
つ
人
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
（
図
16
）。

こ
の
呉
偉
の
洗
兵
図
は
、
清
の

宮
廷
所
蔵
の
書
画
著
録
『
石
渠

宝
笈
』
巻
三
十
四
（
（（
（

に
「
明
呉
偉
倣
李
公
麟
洗
兵
図
一
巻
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

北
京
故
宮
博
物
院
が
所
蔵
す
る
呉
偉
の
洗
兵
図
は
、
北
宋
時
代
の
文
人
画
家
李

公
麟
の
洗
兵
図
を
臨
模
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
北
京
故
宮
博
物
院

の
朱
万
章
氏
は
、
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
洗
兵
図
と
広
東
省
博
物
館
所
蔵
の
洗
兵

図
は
、
尺
寸
、
構
図
、
様
式
、
材
質
、
印
鑑
な
ど
の
一
致
か
ら
本
来
同
一
の
作

品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
故
宮
博
物
院
の
作
品
は
そ
の
巻
首
部
分
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
広
東
省
博
物
館
所
蔵
の
呉
偉
の
洗
兵
図

は
北
宋
時
代
の
李
公
麟
の
臨
模
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

洗
兵
図
に
描
か
れ
た
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
洗
兵
と
は
前
漢
時
代
の
劉
向
撰

『
説
苑
』
に
収
録
さ
れ
た
故
事
で
、
周
武
王
の
出
陣
前
に
雨
が
降
り
、
武
王
は

天
が
兵
器
を
清
め
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
殷
紂
王
を
討
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

以
来
、
戦
い
の
前
に
雨
が
降
る
洗
兵
は
勝
利
を
意
味
す
る
と
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、

本
図
に
描
か
れ
た
雲
中
の
群
像
は
雨
を
降
ら
す
雷
公
、
風
伯
、
雨
師
た
ち
と
考

え
て
良
い
。
手
に
楔
と
槌
を
執
る
尖
っ
た
鳥
の
喙
の
人
物
は
雷
公
像
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
ほ
か
連
鼓
と
共
に
手

に
楔
と
斧
を
持
ち
豚
の
顔
を
し

た
雷
公
像
、
背
中
に
翅
が
生
え

た
力
士
形
の
雷
公
像
も
描
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
北
宋
時
代

に
は
鳥
の
喙
を
持
つ
雷
公
像
や

豚
の
顔
の
雷
公
像
、
力
士
形
の
雷
公
像
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

加
え
て
、
四
川
省
蒲
江
県
五
星
鎮
出
土
の
鳥
首
人
身
俑
（
図
17
）
に
注
目
し

た
い
。
本
墓
か
ら
は
熙
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
銘
の
買
地
券
、
八
六
体
の
陶
俑
、

銅
銭
な
ど
が
出
土
し
た
（
（（
（

。
こ
の
俑
は
当
時
の
も
の
と
認
め
ら
れ
、
総
高
三
六
・

七
セ
ン
チ
、
像
高
二
八
・
五
セ
ン
チ
で
、
表
面
に
釉
薬
が
施
さ
れ
て
い
る
。
頭

部
は
尖
っ
た
喙
の
鳥
で
、
丸
襟
筒
袖
の
長
衣
を
着
け
、
両
翼
を
広
げ
、
背
中
に

葉
状
の
も
の
を
立
て
て
い
る
。
本
墓
か
ら
は
像
高
三
一
・
五
セ
ン
チ
の
翼
が
な

い
鳥
首
人
身
俑
が
出
土
し
て
お
り
、
報
告
書
は
二
体
の
俑
を
「
雷
、
電
」
を
象
っ

た
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
雷
神
俑
に
つ
い
て
考
察
し
た
白
彬
氏
も
こ
れ
を

雷
公
像
と
認
め
て
い
る
（
（（
（

。
本
墓
か
ら
は
「
日
」
と
刻
ま
れ
た
雲
に
乗
る
円
形
の

日
象
を
持
つ
俑
、「
月
」
と
刻
ま
れ
た
雲
に
乗
る
円
形
の
月
象
を
持
つ
俑
が
出

土
し
、
さ
ら
に
雲
に
乗
っ
た
持
物
を
欠
し
た
女
俑
が
鏡
を
持
っ
た
電
母
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
こ
の
鳥
首
人
身
俑
が
雷
公
像
で
あ
る
こ
と
は
認
め

て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
鳥
の
喙
を
持
つ
雷
公
像
は
皮
影
の
雷
公
像
と
近
似

し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
皮
影
の
雷
公
像
の
図
像
の
源
流
は
北
宋
時
代
に
遡

る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
白
彬
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
四
川
省

図16　洗兵図　呉偉　明
広東省博物館

図17　鳥首人身俑　北宋
四川省蒲江県五星鎮出土
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綿
陽
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
宋
代
の
雷
神
俑
は
五
連
鼓
が
め
ぐ
る
力
士
形
で
、

ま
た
綿
陽
市
南
宋
墓
か
ら
出
土
し
た
雷
神
俑
は
豚
の
よ
う
な
頭
部
で
鼓
に
跨
っ

た
姿
を
し
て
お
り
、
当
時
さ
ま
ざ
ま
な
雷
公
像
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

尖
っ
た
喙
で
、
翅
を
持
っ
た
雷
公
像
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
図
像
的
類
似
性

と
雷
神
の
性
格
か
ら
仏
教
の
護
法
神
迦
楼
羅
の
影
響
を
指
摘
す
る
見
解
が
あ
る
。

京
極
健
史
氏
は
、
迦
楼
羅
の
図
像
に
よ
く
み
る
蛇
を
銜
え
た
り
踏
み
つ
け
た
り

す
る
姿
が
、『
酉
陽
雑
俎
』『
録
異
記
』
に
記
さ
れ
た
蛇
を
掴
ん
で
食
べ
よ
う
と

し
た
り
踏
み
つ
け
た
り
す
る
姿
と
共
通
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
唐
時
代
の
密
教

経
典
で
あ
る
菩
提
流
志
訳
『
金
剛
光
焔
止
風
雨
陀
羅
尼
経
』
に
は
、
迦
楼
羅
が

有
害
な
龍
を
退
治
し
、
暴
風
雨
、
霹
靂
な
ど
の
災
害
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
、
雷
を
制
御
で
き
る
こ
と
が
雷
神
的
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

鳥
頭
人
身
有
翼
の
雷
神
像
の
発
生
に
迦
楼
羅
の
影
響
を
認
め
て
い
る
（
（（
（

。

　

な
お
、
鳥
頭
有
翼
の
神
像
に
つ
い
て
は
、
杉
原
た
く
哉
氏
も
指
摘
す
る
如
く
、

古
く
は
湖
北
省
荊
州
市
天
星
観
二
号
墓
出
土
の
戦
国
時
代
の
木
彫
羽
人
像
、
陝

西
省
綏
徳
県
四
十
里
鋪
墓
門
画
像
石
に
は
西
王
母
の
隣
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
後
漢

時
代
の
作
例
が
知
ら
れ
、
ま
た
『
山
海
経
』
海
外
南
経
に
は
羽
民
国
や
讙
頭
国

に
半
鳥
半
人
の
異
国
の
民
が
記
さ
れ
て
お
り
、
杉
原
氏
は
こ
う
し
た
鬼
神
や
怪

人
た
ち
が
後
世
の
雷
神
像
に
も
影
響
を
与
え
た
と
推
測
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
う
ち
讙
頭
国
の
半
鳥
半
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
と
さ

れ
る
前
漢
時
代
～
西
晋
時
代
の
帯
鈎
が
各
地
で
出
土
し
て
い
る
（
（（
（

。
重
慶
市
雲
陽

旧
県
坪
遺
址
出
土
の
前
漢
時
代
の
作
例
に
注
目
す
る
と
（
図
18
）、
金
銀
象
嵌

が
施
さ
れ
た
銅
製
の
帯
鈎
の
正

面
に
は
二
本
の
爪
の
両
手
で
魚

を
掴
み
食
べ
よ
う
と
す
る
翼
が

生
え
た
異
形
が
あ
ら
わ
さ
れ
、

側
面
か
ら
み
る
と
尖
っ
た
喙
を

持
つ
鳥
の
頭
を
し
て
い
る
。
唐

治
澤
氏
は
こ
れ
を
讙
頭
国
の
民

の
姿
と
み
な
し
、
さ
ら
に
そ
の

頭
部
の
原
形
を
梟
と
み
な
し
、

梟
に
は
辟
邪
と
辟
兵
の
意
味
が

あ
り
、
ま
た
、
魚
は
周
武
王
の

白
魚
の
故
事
に
基
づ
く
吉
祥
の

モ
チ
ー
フ
と
解
釈
し
て
い
る
（
（（
（

。

し
か
し
、
管
見
に
よ
る
と
『
山

海
経
』
中
山
経
に
は
「
飛
魚
、
其
状
如
豚
而
赤
文
、
服
之
不
畏
雷
、
可
以
禦
兵
」

と
あ
り
（
（（
（

、
飛
魚
を
食
せ
ば
雷
を
畏
れ
ず
、
敵
の
攻
撃
を
防
ぎ
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
帯
鈎
の
異
形
像
は
雷
に
関
わ
る
神

格
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
飛
魚
は
唐
時
代
の
『
芸
文
類
聚
』
巻

二
天
部
下
の
雷
の
条
（
（（
（

、『
初
学
記
』
巻
一
天
部
上
の
雷
の
条
に
も
収
録
さ
れ
て

い
る
（
（（
（

。
大
変
興
味
深
い
の
は
、
皮
影
の
現
存
作
例
に
も
腰
の
部
分
に
魚
が
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
雷
公
像
が
あ
る
（
図
19
）。
つ
ま
り
、
鳥
の
喙
を
持
つ
翼
が
生

え
た
雷
公
像
は
、
迦
楼
羅
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
中
国
古
来
の
造
形

図19　雷公像　清～現代　甘粛
成都・中国皮影博物館

図18　帯鈎　前漢
重慶市雲陽旧県出土
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や
伝
承
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

結

　

皮
影
の
雷
公
像
の
図
像
的
特
徴
は
、
頭
部
は
尖
っ
た
喙
、
第
三
の
目
、
毛
状

の
角
が
あ
り
、
小
冠
を
頂
き
、
手
に
楔
と
槌
を
持
ち
、
足
は
鋭
い
爪
、
首
に
領

巾
、
腰
に
獣
皮
を
つ
け
、
背
中
に
翅
が
生
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
考

察
結
果
を
振
り
返
り
つ
つ
、
雷
公
像
の
変
遷
を
確
認
し
な
が
ら
皮
影
の
雷
公
像

の
成
立
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

神
格
と
し
て
の
「
雷
神
」
は
早
く
は
秦
漢
時
代
に
は
成
立
し
た
『
山
海
経
』

に
み
え
、「
雷
公
」
の
初
出
は
前
漢
時
代
の
『
楚
辞
』
で
あ
る
。
最
初
期
の
作

例
で
は
前
漢
時
代
の
馬
王
堆
三
号
墓
出
土
の
帛
画
に
描
か
れ
た
雷
公
像
の
残
欠

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
後
漢
時
代
に
は
『
論
衡
』
に
力
士
の
姿
で
連
鼓
や
楔
を

持
つ
雷
公
像
の
祖
形
が
記
さ
れ
、
そ
う
し
た
姿
や
雷
車
に
乗
る
雷
公
像
、
ま
た

十
連
鼓
が
周
囲
に
廻
る
、
翅
が
生
え
た
熊
の
よ
う
な
動
物
形
の
雷
公
像
が
画
像

石
に
現
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
東
晋
時
代
の
『
捜
神
記
』
に
猴
の
頭
部
で
家
畜
の

体
と
い
う
動
物
的
な
雷
公
像
が
続
け
て
現
れ
る
点
で
大
変
興
味
深
い
。
さ
ら
に

同
書
に
記
さ
れ
た
「
毛
角
」
は
唐
～
五
代
の
『
伝
奇
』『
録
異
記
』
に
も
み
え
る
。

皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
の
一
つ
に
毛
状
の
角
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
毛
角

と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

敦
煌
莫
高
窟
や
婁
叡
墓
壁
画
に
描
か
れ
た
南
北
時
代
の
雷
公
像
は
、
十
前
後

の
連
鼓
を
周
囲
に
廻
ら
す
鬼
神
形
ま
た
は
豚
状
の
頭
部
で
、
二
本
の
爪
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
特
徴
が
唐
時
代
の
『
酉
陽
雑
俎
』
に
「
猪
首
、
手
足
各
二
指
」

と
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
豚
状
の
頭
部
の
雷
公
像
は
南
宋
時
代

ま
で
作
例
が
あ
る
一
方
で
、
唐
時
代
に
は
豹
文
の
よ
う
な
短
褲
を
穿
い
た
力
士

形
の
雷
公
像
が
現
れ
、
こ
れ
は
五
代
の
『
録
異
記
』
の
「
半
服
絳
裩
、
豹
皮
纏

腰
」
に
続
く
。
皮
影
の
雷
公
像
が
腰
に
纏
っ
た
獣
皮
は
こ
の
記
述
か
ら
豹
皮
と

考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

北
宋
時
代
に
な
る
と
鳥
の
喙
を
持
つ
雷
公
像
が
四
川
省
出
土
の
鳥
首
人
身
俑

や
洗
兵
図
に
み
ら
れ
る
。
南
宋
～
元
時
代
の
漆
器
に
は
三
目
の
雷
公
像
が
現
れ
、

こ
う
し
た
特
徴
は
皮
影
の
雷
公
像
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
元
末
明
初
の
『
道

法
会
元
』
に
は
、
皮
影
の
雷
公
像
の
特
徴
と
一
致
す
る
多
く
の
記
述
が
認
め
ら

れ
、
雷
符
に
も
確
か
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
明
時
代
の
刻
本
『
新
刻
出
像
増
補
捜

神
記
』
の
雷
神
の
挿
絵
は
、
皮
影
の
雷
公
像
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
従
来
、
皮
影
の
雷
公
像
の
成
立
は
清
時
代
以
後
と
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
皮
影
の
雷
公
像
は
北
宋
に
遡
及
す
る
形
式
を
踏

襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
北
宋
～
南
宋
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
北
宋
時
代
に
は
様
々
な
形
式
の
雷
公
像
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
尖
っ
た
喙
で
翅
が
生
え
た
雷
公
像
が
後
に
主
流
に
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
北
宋
時
代
は
そ
の
過
渡
期
に
当
た
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
松
本
浩
一
氏

や
劉
枝
萬
氏
に
よ
る
と
宋
代
は
道
教
史
上
の
重
要
な
転
換
期
の
一
つ
で
あ
り
、

徽
宗
の
信
任
を
得
た
林
霊
素
が
五
雷
法
を
能
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
民
間
で
行

わ
れ
て
い
た
呪
法
の
五
雷
法
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
時
期
で
あ
る
（
（（
（

。
そ
の
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五
雷
法
が
『
道
法
会
元
』
に
収
録
さ
れ
、
雷
神
像
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
、
そ
の

姿
が
現
在
の
皮
影
の
雷
公
像
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
北
宋
時
代
は
皮
影
が
本

格
的
に
流
行
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
皮
影
の
雷
公
像
は
北
宋

時
代
か
ら
現
存
作
例
に
近
い
姿
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
雷
公
像
の
み
な
ら
ず
、
皮
影
に
お
け
る
そ
の
ほ
か
の

一
つ
一
つ
の
主
題
や
図
像
の
事
例
研
究
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ

と
で
、
未
だ
全
く
明
ら
か
で
は
な
い
北
宋
時
代
の
皮
影
戯
に
つ
い
て
、
あ
る
程

度
再
現
が
可
能
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。

注

（
1
）　

天
上
の
神
々
か
ら
福
を
賜
う
皮
影
劇
。
魏
力
群
『
中
国
皮
影
全
集
』
一
一
「
剧
本
」

六
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
九
～
一
二
〇
頁
。

（
2
）　

地
獄
を
題
材
と
し
た
皮
影
劇
。
前
掲
注（
１
）『
中
国
皮
影
全
集
』
八
「
剧
本
」
三
、

二
四
四
～
二
四
五
頁
。

（
3
）　

江
玉
祥
「
中
国
皮
影
戯
影
偶
中
的
雷
公
形
像
」（『
文
史
雑
誌
』
二
〇
一
五
年
三
期
）

五
九
～
六
五
頁
。

（
4
）　

管
見
の
限
り
ほ
か
の
地
域
で
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
ま
だ
不
明
で
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
5
）　

王
光
普
・
張
莉
撰
『
北
豳
神
怪
皮
影
』（
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

第
七
九
頁
。

（
6
）　

雷
公
像
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
脇
坂
淳
「
風
神
・
雷
神
の
図
像
的
系
譜
と
宗
達

筆
「
風
神
雷
神
図
」」（『
大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
四
、 

一
九
八
四
年
）
五
～
二
四
頁
、

李
均
洋
「
雷
神
と
雷
斧
」（『
雷
神
・
龍
神
思
想
と
信
仰
』、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）

八
一
～
一
二
七
頁
、
高
西
成
介
「
雷
神
の
変
遷
」（『
中
国
中
世
部
文
学
研
究
四
十
周
年

記
念
論
文
集
』、
二
〇
〇
一
年
）
一
四
二
～
一
五
八
頁
、
馬
昌
儀
「
雷
神　

四
蛇
」（『
全

像
山
海
経
図
比
較
』、
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
二
九
～
一
三
三
四
頁
、
京

極
健
史
「
中
国
に
お
け
る
雷
神
像
の
変
容
」（『
饕
餮
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）
一

一
一
頁
～
一
三
七
頁
、
杉
原
た
く
哉
『
天
狗
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
』（
大
修
館
書
店
、

二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
7
）　

袁
珂
校
注
『
山
海
経
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
三
二
九
頁
。

（
8
）　

高
誘
注
『
淮
南
子
注
』（
上
海
書
店
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
三
頁
。

（
9
）　

呉
広
平
注
『
楚
辞
』（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
二
二
頁
。

（
10
）　

北
京
大
学
歴
史
系
《
論
衡
》
注
釈
小
組
『
論
衡
注
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）

三
九
四
頁
。

（
11
）　

干
宝
撰
『
捜
神
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
一
五
一
頁
。

（
12
）　

段
成
式
撰
『
酉
陽
雑
俎
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
八
二
頁
。

（
13
）　
『
太
平
広
記
』
巻
三
九
四
雷
二
陳
鸞
鳳
条
。

（
14
）　
『
太
平
広
記
』
巻
三
九
三
雷
一
徐
誗
条
。

（
15
）　
《
古
本
小
説
集
成
》
編
委
会
編
『
古
本
小
説
集
成　

北
方
真
武
祖
師
玄
天
上
帝
出
身

志
伝
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

（
16
）　

徐
応
秋
撰
『
玉
芝
堂
談
薈
』
巻
二
十
（『
四
庫
全
書
』
子
部
雑
家
類
）
九
七
三
頁
。

（
17
）　

江
玉
祥
前
掲
注（
3
）論
文
。

（
18
）　

黄
伯
禄
編
、
蒋
超
凡
注
『
集
説
詮
真
』
巻
四
（
上
海
慈
母
堂
蔵
版
、
清
光
緒
乙
卯
年
）

三
五
八
～
三
五
九
頁
。

（
19
）　

黄
盛
璋
「
論
「
兵
避
太
歳
」
戈
与
「
太
一
避
兵
図
」
争
論
症
結
、
引
出
問
題
是
非
検

験
与
其
正
解
」（『
陝
西
省
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一
〇
冊
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
20
）　

喩󠄂
燕
嬌
「
馬
王
堆
漢
墓
帛
画
《
神
祇
図
》
研
究
二
則
」（『
湖
南
省
博
物
館
館
刊
』
二

〇
一
三
年
）。

（
21
）　

周
世
栄
「
馬
王
堆
漢
墓
的
《
神
祇
図
》
帛
画
」（『
考
古
』
一
九
九
九
年
十
期
）
九
二

七
頁
。

（
22
）　

敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟　

敦
煌
莫
高
窟
』
一
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一

年
）
一
〇
四
頁
参
照
。

（
23
）　

山
西
省
考
古
研
究
所
・
太
原
市
文
物
管
理
委
員
会
「
太
原
市
北
斉
婁
叡
墓
発
掘
簡
報
」
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（『
文
物
』
一
九
八
三
年
一
〇
期
）
図
版
三
─
二
参
照
。

（
24
）　

盧
丁
・
肥
田
路
美
編
『
中
国
四
川
唐
代
磨
崖
造
像
』（
重
慶
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

一
五
三
頁
。

（
25
）　

前
掲
注（
6
）杉
原
書
。

（
26
）　

前
掲
注（
3
）江
玉
祥
論
文
六
五
頁
。

（
27
）　
『
新
刻
出
像
増
補
捜
神
記
』
巻
一
（
明
万
暦
唐
氏
冨
春
堂
刻
本
、
中
国
国
家
図
書
館

中
華
古
籍
資
源
庫
蔵
）
三
三
頁
。

（
28
）　
『
絵
図
三
教
源
流
捜
神
大
全
（
外
二
種
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
二

二
九
頁
。
本
書
は
元
明
時
代
の
民
間
信
仰
の
神
々
に
つ
い
て
述
べ
た
類
書
で
、
冒
頭
の

葉
徳
輝
の
「
重
刊
絵
図
三
教
源
流
捜
神
大
全
序
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
元
版
『
画
像
捜

神
広
記
』
を
も
と
に
し
つ
つ
、
明
時
代
の
洪
武
年
間
（
一
三
六
八
～
一
三
九
八
）
以
降

の
封
号
や
神
廟
の
対
聯
の
内
容
を
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
29
）　

前
掲
注（
28
）、
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

（
30
）　

な
お
、
本
書
三
三
四
頁
の
五
雷
神
条
は
先
に
み
た
万
暦
年
間
本
の
雷
神
条
と
同
じ
内

容
だ
が
、
同
三
三
三
頁
の
挿
絵
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
雷
神
像
は
文
官
の
姿
を
し
て
い
る
。

江
玉
祥
氏
は
こ
れ
を
明
時
代
の
図
像
と
し
（
前
掲
注（
３
）江
玉
祥
論
文
六
三
頁
）、
皮

影
の
雷
公
像
の
成
立
を
清
時
代
以
降
と
し
た
点
に
問
題
が
あ
っ
た
。

（
31
）　

張
継
禹
編
『
中
華
道
蔵
』
第
三
六
冊
（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
六
五
頁
。

（
32
）　

前
掲
注（
31
）『
中
華
道
蔵
』
第
四
一
冊
四
一
九
頁
。

（
33
）　

前
掲
注（
31
）『
中
華
道
蔵
』
第
三
六
冊
五
八
九
～
五
九
〇
頁
。

（
34
）　

前
掲
注（
31
）『
中
華
道
蔵
』
第
三
七
冊
二
一
頁
。

（
35
）　

前
掲
注（
3
）江
玉
祥
論
文
。

（
36
）　

張
照
等
撰
『
石
渠
宝
汲
』
第
三
九
冊
巻
三
四
（
上
海
涵
芬
楼
、
一
九
一
八
年
）
二
一

二
頁
。

（
37
）　

朱
万
章
「
明
呉
偉
《
洗
兵
図
》
鑑
蔵
考
」（『
栄
宝
斎
』
二
〇
一
二
年
一
〇
期
）
二
〇

二
頁
。

（
38
）　

陳
顕
双
・
廖
啓
清
「
四
川
蒲
江
県
五
星
鎮
宋
墓
清
理
記
」（『
考
古
与
文
物
』
一
九
八

六
年
三
期
）
四
二
～
四
五
頁
。

（
39
）　

張
勳
燎
・
白
彬
『
中
国
道
教
考
古
』
第
六
冊
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
三

三
～
一
七
三
五
頁
。
白
冰
「
雷
神
俑
考
」（『
四
川
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
六
期
）
七
一

頁
。

（
40
）　

前
掲
注（
6
）京
極
論
文
一
二
六
～
一
二
九
頁
。
馬
昌
儀
も
こ
う
し
た
仏
教
の
影
響
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
前
掲
注（
3
）書
一
二
三
二
頁
）。

（
41
）　

前
掲
注（
6
）杉
原
書
、
一
一
七
頁
。

（
42
）　

唐
治
澤
「
重
慶
三
峡
庫
区
新
出
土
神
人
手
抱
魚
帯
鈎
考
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
〇
八

年
第
一
期
）
五
八
～
六
二
頁
。
武
瑋
「
漢
晋
時
期
神
人
手
抱
魚
図
像
釈
読
」（『
東
南
文

化
』
二
〇
一
一
年
六
期
）
七
五
～
八
一
頁
。

（
43
）　

前
掲
注（
42
）唐
治
澤
論
文
、
六
一
頁
。

（
44
）　

前
掲
注（
7
）袁
珂
校
注
『
山
海
経
校
注
』
一
二
七
頁
。

（
45
）　

汪
紹
楹
校
、
欧
陽
詢
撰
『
芸
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
六
五
年
）
三
五
頁
。

（
46
）　

徐
堅
撰
『
初
学
記
』
一
巻
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
二
一
頁
。

（
47
）　

松
本
浩
一
「
宋
代
の
雷
法
」（『
社
会
文
化
史
学
』
一
七
号
、
一
九
七
九
年
）
四
六
～

六
四
頁
、
劉
枝
萬
「
雷
神
信
仰
と
雷
法
の
展
開
」（『
東
方
宗
教
』
六
七
号
、
一
九
八
六

年
）
一
～
二
一
頁
。

〔
図
版
出
典
〕

図
１
・
２
・
19　

成
都
・
中
国
皮
影
博
物
館
。。

図
３　

魏
力
群
編
『
中
国
皮
影
戯
全
集
』
一
九
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
九
頁
。

図
４　

魏
力
群
編
『
中
国
皮
影
戯
全
集
』
一
九
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
三
頁
。

図
５　

魏
力
群
編
『
中
国
皮
影
戯
全
集
』
一
四
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
六
一
頁
。

図
６　

王
光
普
『
北
豳
神
怪
皮
影
』（
甘
粛
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
九
二
頁
。

図
７　

成
都
金
沙
遺
跡
博
物
館
・
湖
南
省
博
物
館
編
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
珍
品
展
』（
四
川

人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
三
九
頁
。

図
８
・
12　

金
子
典
正
氏
撮
影
。

図
９　

中
国
画
像
石
全
集
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
美
術
分
類
全
集　

中
国
画
像
石
全
集　

江

蘇
、
安
徽
、
浙
江
漢
画
像
石
』
四
（
山
東
美
術
出
版
社
、
河
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇



中
国
皮
影
に
お
け
る
雷
公
像
の
図
像
的
考
察

（321）676

〇
年
）
三
七
頁
。

図
10　

朱
錫
禄
編
『
武
氏
祠
画
像
石
』（
山
東
美
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）。

図
11　

ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
編
『
西
域
美
術
第
一
巻　

敦
煌
絵
画
一
』（
講

談
社
、
一
九
八
二
年
）
図
三
九
一
一
。

図
13　

渋
谷
区
立
松
涛
美
術
館
編
『
開
館
一
〇
周
年
記
念
特
別
展　

中
国
の
漆
工
芸
』（
便

利
堂
、
一
九
九
一
年
）
図
九
八
。

図
14　
『
新
刻
出
像
増
補
捜
神
記
』
巻
一
（
明
万
暦
唐
氏
冨
春
堂
刻
本
、
中
国
国
家
図
書
館

中
華
古
籍
資
源
庫
蔵
）
三
三
頁
。

図
15　
『
中
華
道
蔵
』
第
三
六
冊
（
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
三
七
一
頁
。

図
16　

朱
万
章
「
明
呉
偉
《
洗
兵
図
》
鑑
蔵
考
」（『
栄
宝
斎
』
二
〇
一
二
年
一
〇
期
）
二
〇

八
頁
。

図
17　

張
勳
燎
・
白
彬
『
中
国
道
教
考
古
』
第
六
冊
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
一
七
三

五
頁
。

図
18　

唐
治
澤
「
重
慶
三
峡
庫
区
新
出
土
神
人
手
抱
魚
帯
鈎
考
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
〇
八

年
第
一
期
）
五
九
頁
。

﹇
附
記
﹈

　

本
稿
は
、
成
都
博
物
館
及
び
成
都
・
中
国
皮
影
博
物
館
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本

論
の
作
成
に
あ
た
り
、
成
都
博
物
館
の
王
毅
館
長
、
李
明
斌
副
館
長
、
江
章
華
副
館
長
か
ら

貴
重
な
援
助
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


